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人がいきいきとする環境を創造する
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代表取締役社長

　株主の皆様におかれましては、平素よりご厚情を賜り厚くお礼申し上
げます。

　日本経済は、期初には緩やかな回復が期待されたものの、海外景気の
減速や政策効果の反動により踊り場を迎えております。

　こうした状況のもと、当社および当社グループは、今後も継続する厳しい
経営環境に対処すべく、これからの３カ年を「将来の持続的発展に向けた
基盤構築の期間」と位置付け、新たな中期経営計画（2012～2014年度）を
スタートさせました。

　今後、「建設事業 本業の強化」、「社会基盤整備・震災復興への貢献」、
「海外事業 収益構造の確立」、「高付加価値化への取り組み強化・事業領域
拡大」、「強固な事業基盤の整備」の５つを経営課題として取り組むことで、
当年度は連結営業利益410億円の目標達成を目指しております。

　建設業界を取り巻く環境は一段と厳しさを増すものと思われますが、
株主の皆様におかれましては今後とも格別のご指導とご鞭撻を賜ります
ようお願い申し上げます。

株主の皆様へ
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連結財務ハイライト（連結子会社25社　持分法適用関連会社7社） 詳しい財務情報は当社IRサイトをご覧ください▶
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■ 営業の概況
　日本経済は、期初には、住宅投資や設備投資の一部に
明るさが見られたものの、海外景気の減速や政策効果の
反動の影響等により生産や消費が弱含むなど、全体と
して減速傾向が強まりました。

　国内建設市場は、需要が比較的堅調であったものの、
受注競争が緩和するには至らず、厳しい経営環境が続い
ています。

　こうした状況のもと、当社グループの第２四半期の
経営成績は、次のとおりとなりました。

　受注高は、前年同期比7.5％増の6,009億円でした。
その内訳は土木・建築事業90.6％、開発事業等9.4％
です。

　売上高は、前年同期比2.9％増の5,679億円でした。
その内訳は土木・建築事業90.3％、開発事業等9.7％
です。

　利益につきましては、売上総利益の増加及び販売費
及び一般管理費の減少等により、営業利益は前年同期比
20.3％増の156億円、経常利益は前年同期比64.6％増
の135億円となりました。四半期純利益は、投資有価
証券評価損の計上等に伴い特別損益が悪化したものの、
法人税等の負担が減少したことから、前年同期比104.3
％増の30億円となりました。
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大成ロテック（株） 道路舗装工事、その他土木工事、舗装用アスファルト合材の製造・販売等

大成有楽不動産（株） 不動産の売買・賃貸・仲介・保守・管理・鑑定、保険代理業

大成ユーレック（株） 集合住宅の企画・設計・施工、リニューアル工事の企画・設計・施工、コンクリート部材の供給

大成設備（株） 空調・衛生・電気他設備工事業

大成建設ハウジング（株） コンクリート住宅｢パルコン｣ほかの設計・施工・販売、マンション・戸建住宅のリフォーム

成和リニューアルワークス（株） 建設・産業機械の製作・販売、土木建築の基礎工事等

主なグループ企業

詳しい財務情報は当社IRサイトをご覧ください▶ 検　索
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上 半 期 16,003 13,949 13,789 13,930

通　　期 15,012 13,954 14,946 ―

純資産
上 半 期 2,997 2,885 2,878 2,930

通　　期 2,971 2,905 2,926 ―

■ 総資産・純資産 （単位：億円）
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受注・完成工事ご報告
主な完成工事のご報告 CONSTRUCTION COMPLETED

丸の内２丁目計画（仮称）新築工事
（東京都）
発注者:日本郵便㈱

（仮称）芝浦４丁目計画新築工事
（東京都）
発注者:住友不動産㈱

湘南藤沢徳洲会病院
（神奈川県）
発注者:(医)徳洲会
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主な受注工事のご報告 CONTRACTS RECEIVED

工事名称 場　所 発注者

東京国際空港国際線旅客ターミナルビル等増築工事
（E工区・F工区・D工区（その２）） 東京都 東京国際空港ターミナル㈱

災害廃棄物処理業務（気仙沼ブロック（気仙沼処理区）） 宮城県 宮城県

新名神高速道路　箕面トンネル東工事 大阪府 西日本高速道路㈱ 関西支社

（仮称）キユーピー仙川工場跡地計画総合工事 東京都 キユーピー㈱

（仮称）イケア東京立川店　新築工事 東京都 イケア・ジャパン㈱

第二東名高速道路　入野西工事
（静岡県）
発注者:中日本高速道路㈱
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TAISEI NOW

こうしたニーズに応える新技術の創出に向けて、
開発・検証機能を強化するものです。
　本計画では、「ZEB（ゼロ・エネルギー・ビル）実証棟」
と「建設ICT（情報通信技術）実験棟」を新たに建設。

「多目的クリーンルーム」と「津波実験施設」は、装置
の新設による能力向上を図ります。さらに、「構造実
験棟」「材料実験棟」についても機能を強化します。
　大成建設は、社会基盤の整備および震災復興への
貢献を社会的使命ととらえています。今後、技術
センターの新たな能力をフルに活かし、災害に強い
国土づくりと地球環境負荷の低減に寄与する、革新
的な技術開発を進めてまいります。

大  成建設は、技術センター（神奈川県横浜市）の
研究施設を整備・強化すべく、2012（平成

24）年7月より5カ年にわたる建設・増強計画をスタ
ートしました。
　東日本大震災以降、建設市場では防災およびエネ
ルギー分野における高付加価値・高機能な新技術を
求める声が高まっています。今回の施設拡充計画は、

革新的な
技術開発を目指し、
技術センターの施設拡充を開始

ZEB*実証棟（新設）
最先端の省エネルギー技術や再生可能エネル
ギー技術を導入してビルのエネルギー消費を
削減。さらに快適なワークスタイルの提案に
より知的生産性が向上する最高レベルの
ZEBの実現を目指します。

＊Zero Energy Building：ゼロ・エネルギー・ビル

構造実験棟（機能強化）
多目的クリーンルーム（装置新設）
空間の広さ、清浄度を自由に
設定し、高精度清浄空間を構
築する建材や備品を開発・評
価。さまざまなニーズに対応
できるクリーンテクノロジー
の技術開発拠点とします。

材料実験棟（機能強化）

建設ICT*実験棟（新設）
人が立ち入り不可能な環境下における施工の
実現に向け、機械化施工や遠隔操作技術を検
証する、ゼネコン初の電磁シールド機能付施
設を構築します。

＊Information and Communication Technology：
　情報通信技術

津波実験施設（装置新設）
津波の挙動や影響を把握し、その対策を検
討するための施設。これまでの津波シミュ
レーション技術と併せ、実証実験機能を強
化。臨海部のエネルギー施設などへの津波
対策に向けたBCP提案に活用します。
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時代を超えて親しまれた意欲的近代建築

石川県庁本庁舎（現石川県政記念しいのき迎賓館）

社 史 探 訪 ―表紙は語る

憩いや交流の空間として生まれ変わった「しいのき迎賓館」

鉄筋コンクリート造の導入と古木の保存
　1924（大正13）年に竣工した石川県庁本庁舎は、

それまでの木造庁舎の建て替えとして、県内初の本格

的な鉄筋コンクリート造となりました。当時の日本

では、鉄筋コンクリート造は導入間もない先進的な

建築技術。当社の前身である日本土木（竣工時には

大倉土木）がその施工を担当しました。

　本庁舎の設計を依頼されたのは、国会議事堂の設計

責任者として知られる矢橋賢吉。矢橋は、鉄筋コンク

リート造の導入とともに、正面玄関前に立つ樹齢約

300年（推定）の古木「堂形のシイノキ」の保存や、県産

の建材、特産の漆の使用を設計方針としました。

保存改修により複合文化交流施設に
　着工から2年目に完成した本庁舎は、近代建築と

しての利便性・合理性に美術的な装飾を融合したもの

となりました。当時まだ珍しかったスクラッチタイル

貼りの外壁に、漆塗りの玄関扉やしっくい仕上げの天井

など内部の装飾にも贅を尽くし、さらに電気暖房や

電気湯沸かし装置、水洗便所などの最新設備も導入。

モダニズムを意欲的に取り入れつつ、公共施設のあり

方や、地域との関係を見据えた建造物として、時代を

超えて親しまれました。

　その後、2002（平成14）年に新県庁舎の移転に伴い

閉庁。2010（平成22）年4月、正面は格調ある意匠を

そのままに、反対面は現代的なガラスの空間へと保存

改修工事が行われ、複合文化交流施設「石川県政記念

しいのき迎賓館」として生まれ変わりました。優れた

改修を実施したとして、第21回BELCA賞ベストリ

フォーム部門を受賞しています。
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会社の概要（2012年9月30日現在）

●商号 
大成建設株式会社 

（英文名　TAISEI CORPORATION）

●設立年月日 
1917年（大正6年）12月28日

●資本金 
112,448,298,842円

●従業員数（就業人員） 
8,095名

●本社 
東京都新宿区西新宿一丁目25番1号 
電話　03(3348)1111（大代表）

●支店
 
 
 
 
 
 

●技術センター（横浜市）
●国内営業所等 
48カ所

●海外拠点

●役員（2012年10月1日現在）

東 京 支 店 （東京都新宿区）
関 西 支 店 （大阪市）
名古屋支店 （名古屋市）
九 州 支 店 （福岡市）
札 幌 支 店 （札幌市）
東 北 支 店 （仙台市）
中 国 支 店 （広島市）
横 浜 支 店 （横浜市）

北信越支店 （新潟市）
四 国 支 店 （高松市）
千 葉 支 店 （千葉市）
関 東 支 店 （さいたま市）
神 戸 支 店 （神戸市）
京 都 支 店 （京都市）
国 際 支 店 （東京都新宿区）

台北営業所
クアラルンプール営業所
ジャカルタ営業所 
インド営業所（ニューデリー）

北アフリカ営業所（エジプト）
アメリカ営業所（カリフォルニア）
中東営業所（ドーハ・ドバイ）

取　締　役

執　行　役　員

監　査　役

＊ 関本匡邦、前田晃伸、森地茂及び宮越
極は、会社法第2条第16号に定める
社外監査役です。

代表取締役社長 山　内　隆　司
代表取締役 市　原　博　文
代表取締役 木　村　洋　行
代表取締役 阿久根　　　操
取　締　役 尾　形　　　悟
取　締　役 荒　井　康　博
取　締　役 富　永　敏　男
取　締　役 鈴　木　康　志
取　締　役 辻　　　　　亨
取　締　役 數　土　文　夫

常任監査役（常　勤） 岡　本　　　敦
常任監査役（常　勤） 茂手木　信　行
監　査　役 関　本　匡　邦
監　査　役 前　田　晃　伸
監　査　役 森　地　　　茂
監　査　役 宮　越　　　極

＊辻亨及び數土文夫は、会社法第2条第
15号に定める社外取締役です。

社 　 長 山　内　隆　司
副社長執行役員 市　原　博　文
副社長執行役員 木　村　洋　行
副社長執行役員 阿久根　　　操
副社長執行役員 多　田　博　是
副社長執行役員 尾　形　　　悟
専 務 執 行 役 員 荒　井　康　博
専 務 執 行 役 員 山　田　潤　二
専 務 執 行 役 員 富　永　敏　男
専 務 執 行 役 員 台　　　和　彦
専 務 執 行 役 員 大　塚　史　久
専 務 執 行 役 員 谷　内　正　建
常 務 執 行 役 員 古　厩　　　孝
常 務 執 行 役 員 近　江　秀　味
常 務 執 行 役 員 山　田　文　啓
常 務 執 行 役 員 安　川　英　利
常 務 執 行 役 員 渡　邊　茂　樹
常 務 執 行 役 員 坂　巻　明　人
常 務 執 行 役 員 鈴　木　康　志
常 務 執 行 役 員 吉　浜　紀　光
常 務 執 行 役 員 桂　　　純　二
常 務 執 行 役 員 池　口　純　一
常 務 執 行 役 員 山　田　正　嗣
常 務 執 行 役 員 田　村　寿　夫
執 行 役 員 松　田　稔　雄
執 行 役 員 辻　田　　　修
執 行 役 員 矢　吹　純　夫
執 行 役 員 弘　埜　　　剛
執 行 役 員 本　部　和　彦

執 行 役 員 窪　庭　道　夫
執 行 役 員 鎌　田　博　文
執 行 役 員 傳　　　　　暁
執 行 役 員 藤　田　正　人
執 行 役 員 近　内　　　滋
執 行 役 員 田　中　茂　義
執 行 役 員 松　野　由紀夫
執 行 役 員 大　嶋　匡　博
執 行 役 員 村　田　誉　之
執 行 役 員 阿　波　正　文
執 行 役 員 桜　井　滋　之
執 行 役 員 井　上　善　尊
執 行 役 員 吉　成　　　泰
執 行 役 員 金　井　克　行
執 行 役 員 福　田　有　亮
執 行 役 員 大　川　　　孝
執 行 役 員 梅　原　　　保
執 行 役 員 堺　　　政　博
執 行 役 員 芝　山　哲　也
執 行 役 員 堀之内　猛　雄
執 行 役 員 近　藤　昭　二
執 行 役 員 矢　口　則　彦
執 行 役 員 金　井　隆　夫
執 行 役 員 白　川　　　浩
執 行 役 員 河　野　晴　彦
執 行 役 員 西　田　義　則
執 行 役 員 鈴　木　　　浩
執 行 役 員 丸　山　　　薫
執 行 役 員 中　西　　　毅
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株式情報（2012年9月30日現在）

株主名 持株数（千株） 出資比率（%）

日本トラスティ･サービス
信託銀行株式会社(信託口) 68,212 5.99

日本マスタートラスト
信託銀行株式会社(信託口) 58,702 5.15

大成建設社員持株会 34,110 2.99
大成建設取引先持株会 29,611 2.60
SSBT OD05 OMNIBUS
ACCOUNT-TREATY CLIENTS 28,850 2.53

みずほ信託退職給付信託
みずほコーポレート銀行口 23,180 2.03

三菱地所株式会社 17,604 1.55
みずほ信託退職給付信託
みずほ銀行口 16,108 1.41

明治安田生命保険相互会社 14,238 1.25
みずほ信託銀行株式会社 12,766 1.12

株式の状況 株　主（上位10名）

株式分布状況

※出資比率は発行済株式総数より自己株式（1,107,106株）を控除して計算しております。

株主メモ
事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 6月中
基準日 定時株主総会の議決権　毎年3月31日

期末配当金　毎年3月31日
中間配当金　毎年9月30日

上場証券取引所 東京・大阪・名古屋
単元株式数 1,000株

金融機関
343,323千株（30.11%）

個人・その他
417,047千株（36.57%）

証券会社
16,649千株（1.46%）

外国法人等
273,259千株（23.97%）

一般法人
89,989千株（7.89%）

[ 所有者別状況 ]

株式事務手続き
住所変更や株式配当金受取り方法の変更等の各種お手続きは、ご利用の証券
会社等へご連絡をお願いいたします。
証券会社等に口座をお持ちでない場合（特別口座の場合）、右記のお取扱店に
てお取次いたします。

証券会社等に口座をお持ちでない場合
（特別口座へ記録されている場合）のお問い合わせ窓口

お取扱店

みずほ信託銀行
全国本支店
みずほインベスターズ証券
全国本支店、プラネットブース（みずほ銀行内の店舗）

郵便物送付先
電話お問い合わせ先

〒168-8507 東京都杉並区和泉２丁目８番４号
みずほ信託銀行　証券代行部
フリーダイヤル　0120-288-324
　　　　　　　　（土・日・祝日を除く9:00～17:00）

【お知らせ】
●未払配当金の支払は、みずほ信託銀行、みずほ銀行、みずほインベス

ターズ証券（取次のみ）に、支払明細発行はみずほ信託銀行にお問い
合わせください。

●配当金のお支払期限は定款の定めにより支払開始日から3年となっており
ます。下記の配当金につきましては、お支払期限が迫っておりますので
再度ご確認をお願いいたします。

（お支払期限）・150期期末配当金：2013年7月1日
　　　　　　・151期中間配当金：2013年12月6日

株主名簿管理人 東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社

公告の方法 電子公告
公告掲載URL（http://www.taisei.co.jp/）
但し、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告をすることが
できないときは、東京都において発行する日本経済新聞に掲載して行います。

発行可能株式総数 2,200,000,000 株

発行済株式総数 1,140,268,860 株

当期末株主数 100,697 名

※単元未満株式については、市場での売却ができませんが、当社に対して買取請求または
買増請求を行うことができます。詳しくは、上記のお取扱店までお問い合わせください。

※みずほインベスターズ証券は、2013年1月4日以降はみずほ証券となります。
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2012
年度 中間期ご報告

石川県庁本庁舎（現石川県政記念しいのき迎賓館）1924年竣工　石川県金沢市（社史探訪：8ページ）
表紙イラスト／藪野健

たいせいサークル

〒163-0606 東京都新宿区西新宿1丁目25番1号　電話03（3348）1111（大代表） Dec.2012　No.78
本誌は、再生紙を使用しています。（この冊子に関するお問い合わせは、総務部 株式室までお願いいたします。） 

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

　当社では、来年2013年に創業140年を迎えるにあたり、「建設」の責務をあらためて見据え、私たちがこれまでどの
ように「未来」をつくり、そして今、どのような「未来」に向かって「建設」に取り組んでいるのかをお伝えしたいと考え、
過去と未来をつなぐ記念展（展示会及び講演会・セミナー）を開催いたします。
　株主の皆様にもこの機会に是非ご高覧いただきたく、ご案内申し上げます。

開催期間・場所

◦入場料は無料です。（但し、開催場所までの交通費は各自のご負担となります。）
◦開催期間・場所等は、都合により変更となる場合がございます。
◦詳細につきましては、当社ホームページをご覧ください。http://www.taisei.co.jp

その他

期　間 場　所

東 京 会 場 自：2013年1月21日(月)
至：2013年1月25日(金)

当社本店
東京都新宿区西新宿一丁目25番1号

（新宿センタービル）

大 阪 会 場 自：2013年1月27日(日)
至：2013年1月29日(火)

当社関西支店
大阪府大阪市中央区南船場一丁目14番10号

名古屋会場 自：2013年2月26日(火)
至：2013年2月28日(木)

名古屋ルーセントタワー16Fビジネスサポートセンター
愛知県名古屋市西区牛島町6番1号

福 岡 会 場 自：2013年2月 6 日(水)
至：2013年2月 8 日(金)

当社九州支店
福岡県福岡市中央区大手門一丁目1番7号

札 幌 会 場 自：2013年3月13日(水)
至：2013年3月15日(金)

当社札幌支店
札幌市中央区南一条西一丁目4番地

（大成札幌ビル）

仙 台 会 場 自：2013年3月13日(水)
至：2013年3月15日(金)

当社東北支店
宮城県仙台市青葉区一番町三丁目1番1号

（仙台ファーストタワー12F）

広 島 会 場 自：2013年2月20日(水)
至：2013年2月22日(金)

当社中国支店
広島県広島市中区小町2番30号

（第2有楽ビル）

新 潟 会 場 自：2013年3月12日(火)
至：2013年3月14日(木)

当社北信越支店
新潟県新潟市中央区八千代一丁目4番16号

高 松 会 場 自：2013年3月 7 日(木)
至：2013年3月 9 日(土)

高松シンボルタワー ホール棟1F市民ギャラリー
香川県高松市サンポート2番1号

創業140周年記念展 ― 未来へのバトン 開催のお知らせ

010_0356501602412.indd   1 2012/11/12   9:38:13


